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石川県感染症発生動向調査におけるインフルエンザ警報の発令について
石川県感染症発生動向調査によるインフルエンザ患者の定点医療機関あたりの報告数が、第４週（１月２１日～２７日）で３２．００人（４８定点医療機関、報告数１，５３６人）となり、警報の基準値である３０人を超え、大きな流行の発生・継続の可能性があるため警報を発令します。
報道機関各位には、県民への注意喚起についてご協力をお願いいたします。
１　今冬のインフルエンザの流行状況について
今冬、県内で流行しているインフルエンザのタイプは、全国と同様、いわゆるA香港型となっており、乳幼児ではインフルエンザ脳症の恐れがあるほか、お年寄りは重症化しやすいため、注意が必要です。

２　注意喚起内容
・うがい、手洗い等の感染予防や咳エチケット等の感染拡大防止の励行
・かぜ症状のある場合、最寄りの医療機関に受診
（参考）
全国の感染症発生動向調査におけるインフルエンザ患者の定点医療機関あたり報告数

平成２４年第５２週（１２月２４日～３０日）　　３．３５人

平成２５年第　１週（１２月３１日～１月６日）　３．９１人
第　２週（　１月　７日～１３日）　１２．０７人
第　３週（　１月１４日～２０日）　２２．５８人
